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「
マ
ガ
モ
」は
、
昨
年
市
の
鳥

に
指
定
さ
れ
た「
カ
モ
」の
代
表

的
な
種
類
で
す
。
雌
雄
で
見
た

目
が
異
な
り
、
雄
は
光
沢
の
あ

る
緑
色
の
頭
部
に
白
い
首
輪
、

栗
色
の
胸
に
黄
色
い
く
ち
ば
し

と
い
う
特
徴
的
な
姿
、
雌
は
全

身
が
茶
褐
色
で
す
。

　

遊
水
地
に
は
、
早
い
も
の
で

は
下
旬
９
月
頃
に
冬
鳥
と
し
て

渡
来
し
、
３
月
頃
ま
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
群
れ
を
成
し

て
生
活
し
、
水
生
植
物
や
植
物

の
葉
、
種
子

な
ど
を
食
べ

て
い
ま
す
。

【
時
期
】

９
月
〜
３
月

【
体
長
】

60
㎝

「チュウヒ」の幼鳥がモデルの騎士見習い。
先輩のWatarase712のような、強くて
カッコいい騎士が憧れ。お誕生日は12月15日。
大好きなおもちとクッキーで祝えるかな？

もちぞう

（
募
集
）写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
・
保
護
者
名
を
記
入
の
う
え 

〒
３
２
８‐

８
６
８
６  

栃
木
市
役
所
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
へ（
締
切
当
日
必
着
）。　

写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。 

（
締
め
切
り
） 

平
成
28
年
２
月
生
ま
れ
12
月
6
日（
火
）、平
成
28
年
３
月
生
ま
れ
1
月
13
日（
金
）　※

封
筒
に
差
出
人
住
所
氏
名
を
明
記
く
だ
さ
い
。

　

ア
カ
ガ
ネ
オ
サ
ム
シ
は
甲
虫
目

オ
サ
ム
シ
科
の
昆
虫
で
わ
ず
か
に

光
沢
の
あ
る
黒
色
の
体
色
を
持
ち

ま
す
。
肉
食
性
で
、
遊
水
地
内
に

広
く
生
息
し
、
成
虫
の
ま
ま
朽
木

や
崖
の
斜
面
で
越
冬
す
る
様
子
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
は
個
体
数
の
減
少
に
よ

り
、
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
種

（
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
）、栃
木
県
の
絶

滅
危
惧
Ⅱ
類（
Ｂ
ラ
ン
ク
）に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。渡
良
瀬
遊
水
地

は
本
州
最
大
の
生
息
地
で
す
が
、

近
年
は
個
体

数
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

【
時
期
】

一
年
中

【
体
長
】

18
㎜
〜
24
㎜

平成27年 12月生まれの
エ　ン　ゼ　ル

２０１６（平成２８）年1１月１８日　発行広報とちぎ　12月号

▲マガモの雄と雌

マ
　
ガ
　
モ

▲アカガネオサムシの集団

ア
カ
ガ
ネ
オ
サ
ム
シ

「渡良瀬遊水地のなかまたち」は、遊水地に生息する多様な動植物を毎月紹介します。

根本悠凪ちゃん
ね　もと ゆうな

石川　蓮ちゃん
いしかわ れん

大橋奈結ちゃん
おお はし な　ゆ

加藤　楓ちゃん
か   とう かえで

橋本華凛ちゃん
はしもと かりん

手塚ゆめちゃん
て  つか

大橋暁仁ちゃん
おおはしあきひと

北村明莉咲ちゃん
きたむら あ り さ

石﨑みれいちゃん
いしざき

寺内柑奈ちゃん
てらうち かんな

渡邉　葵ちゃん
わたなべ あおい

若松篤司ちゃん
わかまつ あつし

新井創介ちゃん
あら い そうすけ

横山豪大ちゃん
よこやまごうだい

三柴大河ちゃん
み しば たいが

豆生田 潤ちゃん
まめうだ じゅん

渡邉正輝ちゃん
わたなべ まさき

鮎田和瑚ちゃん
あゆ  た わ　こ

白石七凪ちゃん
しら いし な　な

林　奈那ちゃん
はやし な　な

幸田麻那ちゃん
こうだ ま　な

横山拳大ちゃん
よこやまけんだい

大山丈輔ちゃん
おおやまじょうすけ

村山　湊ちゃん
むらやま みなと

松倉実咲ちゃん
まつくら み　さき

村山　渚ちゃん
むらやま なぎさ

大野晃之慎ちゃん
おお の てる の しん

松永愛未ちゃん
まつなが あゆみ

真板由奈ちゃん
ま  いた ゆ　な

小関すずちゃん
お  ぜき

　地域活性化をめざし、昭和63年に、旧古河市、旧
総和町（現古河市）、旧北川辺町（現加須市）、野木町の
１市３町で発足しました。当時は、渡良瀬川に架かる
『三国橋（みくにばし）』にちなみ、「三国サミット
会議」と命名されました。
　その後、合併を経て古河市、加須市、野木町の２市
１町体制となり、平成27年1月28日、板倉町が加入し、
２市２町体制となりました。同日、４自治体が関東地方
のほぼ中央に位置することから、名称を現在の
「関東どまんなかサミット会議」に変更しました。
　平成28年5月27日、新たに本市が加入し、現在は
３市２町体制となっています。

「関東どまんなかサミット会議」とは？
●３市２町が相互に協力・連携することで、魅力あ
る圏域の形成を目指します。

●『関東どまんなかサミット会議構成市町の災害時
における相互応援に関する協定』を結び、災害が発生
した場合、各種資機材や物資・車両等の提供、避難所
の相互利用、職員の派遣やボランティア・住宅の
あっせん等ができるようになっています。
『公の施設の相互利用に関する協定』を結び、前述
の公の施設等を、各市町の住民と同一料金で利用
できるようになっています。

どんなことをやっているの？

　「関東どまんなかサミット会議」に加盟している、栃木市、茨城県古河市、埼玉県加須
市、栃木県野木町、群馬県板倉町では、各市町の公共施設の相互利用を行っています。
　栃木市にお住いの方も、10月1日より、下記の施設がそれぞれの市町の住民と
同一料金で利用できるようになりました。

問合先 本 総合政策課  ☎（21）2301●その他の相互利用施設や連絡先等の詳細は、
　市ホームページ（ http://bit.ly/domannakas ）をご覧ください。

板　倉　町

●渡良瀬運動場
●Ｂ＆Ｇ海洋センター
●板倉町中央公民館

野木町文化会館「エニスホール」

渡良瀬運動場（野球場）

古　河　市

●古河市中央運動公園
●古河市ネーブルパーク
●古河ゴルフリンクス
　　　　　　　　　　等

加　須　市

●加須市民運動公園
●渡良瀬総合グラウンド
●加須市立加須図書館
　　　　　　　　　　等

野　木　町

●野木町総合運動公園
●野木町文化会館
　　　「エニスホール」
●野木町健康センター
　　　　「ゆーらんど」
　　　　　　　　　　等

古河ネーブルパーク（芝生広場）

加須市民運動公園

な
ー ラト ン

か たま ち
ハ ドの
渡良瀬遊

水地キャラクター

関東　　　　　サミット会議かなんまど
公共施設の相互利用がはじまりました

相互利用できる主な施設


